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降は EEDI で 30％削減が必要となっている。さらに MEPC72（2018 年 4 月）で、2030 年までに CO2
の 40％削減と、2050 年までに CO2 の 70％削減及び GHG を総量ベースで 50％削減することが決まっ
た。 
また、 NOx および SOx 排出量の規制は既に IMO によって設定されている。 SOx 排出量について
は、2020 年から 0.5％のグローバルサルファーキャップが始まることが決定されている。ECA（排出
規制海域）では、規制値はさらに厳しく、既に 2015 年以降は 0.1％未満の硫黄含有量でなければなら
なくなっている。 
このような状況を踏まえ、バイオ燃料は、カーボンニュートラルな燃料として扱うことができるた













能性がある。舶用ディーゼル機関では、バルチラ社が Wartsila 32 diesel engine でパーム油を使用して
実験をしているが、HFO（C 重油）に比べて NOx は同等、CO は 50％以上増加、THC は半減、SOx、
PM は大幅に低減との報告がある。しかし、エステル化処理していない植物油を舶用ディーゼル機関





































まえ、インドネシアから取り寄せた CPO（Crude Palm Oil）とパーム油から作られた FAME（Fatty Acid 
Methyl Ester。日本では BDF と呼ぶ）を用いて、燃焼試験及び耐久試験を実施し、総合的な取りまと
めを行った。なお、パーム油は単位面積あたりの生産性が最も高く、主にインドネシアとマレーシア
ではパーム油の生産が急速に増加している。 MDO（A 重油）、FAME、CPO を用いて 4 ストローク中
速ディーゼルエンジンで燃焼特性と排気特性を調べた。結果は次のとおりである。  
（1）FAME は全てのエンジン負荷でスモークが MDO のよりも低い。 
（2）CPO は高負荷時でスモークが MDO より低い。 
（3）CPO は低負荷時でスモークが MDO より多いが、燃料噴射制御（プレ噴射）により大幅に改善
できる。 
（4）B30 の燃料を使用した 100 時間耐久エンジン試験でスモークは増加しなかった。耐久試験後のエ
ンジン分解・点検では、トラブルが見つからなかった。 
（5）CPO30 の燃料を使用した 50 時間耐久エンジン試験でスモークは増加しなかった。耐久試験後の
燃料噴射ノズルへのススの付着は確認されたが特に問題はなかった。 
（6）CPO を使用する場合、燃料フィルターがパーム椰子の殻で詰まることがあった。燃料タンクに
CPO を注入する前に、CPO のフィルタリングが必要である。 
（7）CPO は温度が低くなると固体になる。燃料の加熱と燃料ラインの加熱が必要である。特に、燃
料フィルター部は重要である。 
 
